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　11月３日に、総合文化ホールの開館記念式典が行われ、関係者約450人が出席しました。町長は、あいさつの中で 
「多くの方々が集い、楽しめるよう工夫し、文化の薫るまちづくりのシンボル、世代間を超えた交流の拠点として、
末永く愛される施設となることを願っています。」とホールへの期待を述べました。 （関連記事10～11ページ）
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人　口… 35,282人…（＋22） 15歳未満… 5,292人…（＋５）

65歳以上… 8,538人…（＋19）

平均年齢… 43.7歳

　男… 17,044人…（＋11）

　女… 18,238人…（＋11）

世帯数… 14,594戸…（＋32）

文化の薫る町づくりの拠点文化の薫る町づくりの拠点
「藍住町総合文化ホール」開館「藍住町総合文化ホール」開館
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令和２年度
保育所（園）入所児童募集

令和２年度
町立幼稚園 入園児募集

　4月から入所を希望する児童の申込受付を行います。
募集保育所（園）
　町立中央保育所・藍住ひまわり保育園・あいずみ保育園・
藍住あおば保育園・ニチイキッズあいずみ北保育園・ 
藍住ゆめあい保育園
対象児童
　本町に住民登録し、居住している家庭の児童で、保
護者の就労や疾病等により「保育所等での保育を必要と
する理由」に該当する０歳から満３歳までの児童
募集予定人員　205人
受付期間　12月2日（月）～10日（火） ※土・日除く
受付時間　午前9時～午後5時
受付場所　役場住民相談室(福祉課隣)
※ 受付期間以後も随時受付は行いますが、各園の定員

により希望保育所への入所(園）ができない場合があ
ります。

　入所申込案内・入所申込等必要な書類は、募集保育所
（園）・福祉課に備えています。詳細は案内をご覧ください。
　継続入所を希望の児童については、現在通所中の保
育所（園）を通じて保護者の方へ案内をお渡しします。

問 福祉課（☎637・3114）

　令和２年度　藍住町立幼稚園への入園申込みの受付を
行います。
受付期間　12月２日（月）～６日（金）　午前８時～午後６時
該 当 児　平成２７年４月２日～平成２８年４月１日に生まれた幼児
通園区域　各小学校区と同じです。
申込方法　 『入園願書・認定（現況）申請書』『個人番号（マ

イナンバー）申告書』に記入、押印し、必要
な書類を添付して入園を希望する幼稚園へ
提出してください。

幼稚園名 所在地 電話番号
藍住北幼稚園 住吉字乾１ 692・3841
藍住南幼稚園 奥野字猪熊89-1 692・3843
藍住西幼稚園 富吉字地神79 692・7855
藍住東幼稚園 勝瑞字成長65 641・2210

※ 申込みに必要な書類は、11月20日（水）以降、各幼稚園、
各認可保育所、町教育委員会に備えています。

※ 入園願書を提出された方は、該当幼稚園で面接を実施
します。

面接日時　12月16日(月)～18日(水)　午後2時～4時

問 教育委員会（☎637・3128）

認可外保育所入所児童の第３子以降認可外保育所入所児童の第３子以降
に対する保育料助成が変わりますに対する保育料助成が変わります

　認可外保育所へお子様を預けているご家庭に対し、少子
化対策の一環として保育料を助成しています。この度、幼児
教育・保育無償化の開始に伴い、10月分以降は次のように
変更となります。
対象となる児童
　原則、藍住町に住民登録をし、居住している児童で、現
に扶養している児童が３人以上いる世帯の第３子以降の児
童であって、家庭において必要な保育を受けることができな
いために、認可外保育所に入所している場合（就労証明書
等が必要）
対象保育所
　徳島県への設置届を義務づけられた施設で、認可保育
施設指導監督基準を全て満たす旨の証明書の交付を受け
た施設
保 育 料　 藍住町の認可保育所における保育に準ずる

基本的な保育サービスに要する費用
　　　　　※給食費（食材料費・おやつ代など）は、対象外
利用形態　 対象認可外保育所と保育について月単位で利

用契約をしていること
助成の対象となる額
　保育料の内に、幼児教育・保育無償化により施設等
利用給付費の助成対象となる金額がある場合は、それ
を除いた額を基に計算します
申請書類　�申請書・施設の在籍証明・保育料の領収書・

その他審査に必要な書類
提 出 先　福祉課
問 福祉課（☎637・3114）

福祉手当の支福祉手当の支給給
　毎年12月に福祉手当を支給しています。
　受給要件に該当する方には申請書を送付します
が、これまで受給されていない方で、次の要件に該
当すると思われる場合は、早めにお問い合わせくだ
さい。12月1日までに各手帳、児童扶養手当等の申
請をしていないと、受け取れない場合があります。
≪受給要件≫　12月1日現在、本町に引き続き1年
以上居住し、次の要件に該当する方
① 疾病等により、おおむね1年以上自宅で寝たきり

の65歳以上の方を常に介護している家族
② 療育手帳A1、A2又はB1の交付を受けている方

を扶養している保護者
③ 「要件②」以外の方で、児童相談所等において、
知能指数がおおむね50以下と判定された方を扶養
している保護者（特別児童扶養手当受給者）

④ 身体障害者手帳1級又は2級の交付を受けている方
⑤精神障害者手帳1級の交付を受けている方
⑥ ひとり親家庭等で18歳未満（高校3年生まで）の児

童を扶養している保護者
⑦ 18歳未満（高校3年生まで）の交通遺児を扶養し

ている保護者
※ 児童扶養手当を受けていない「ひとり親家庭等」

に該当される方については、ご本人からの申請が 
必要です。
問 福祉課（☎637・3114）
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11
月
は
、
固
定
資
産
税（
４
期
）・
国

民
健
康
保
険
税（
５
期
）の
納
付
月
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

納
期
限　
12
月
２
日（
月
）

※ 

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

※ 

口
座
振
替
契
約
を
解
除
す
る
場
合
に

は
、
解
約
手
続
が
必
要
で
す
。

　

 

転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解
約
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
）

￥
今
月
の
納
税　

　
11
月
は
、
介
護
保
険
料（
５
期
）と
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
４
期
）の
納
付

月
で
す
。

　
普
通
徴
収
の
方
の
納
期
限
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

納
期
限　
12
月
２
日（
月
）

※ 

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

問 

健
康
推
進
課

　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
５
）

￥
今
月
の
保
険
料
の
納
付

成
人
式
の
ご
案
内

　
次
の
日
程
で
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
令
和
2
年
1
月
12
日（
日
）

　
受
　
　
付　
午
前
10
時
〜

　
式
　
　
典　
午
前
11
時
〜

　
記
念
撮
影　
午
前
11
時
40
分
頃
〜

場　
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

対
象
者

　
平
成
11
年
4
月
2
日
〜

　
　
平
成
12
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※ 

住
民
票
が
他
市
町
村
に
あ
る
方
で
、
本
町
で

の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

該
当
者
に
は
、
12
月
初
旬
に
案
内
を
送
付
し

ま
す
。

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

藍
住
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
任
期
満
了
に
伴
う
藍
住
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

を
令
和
２
年
２
月
９
日
に
行
い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
へ
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
立
候
補
予
定
の
方

や
関
係
者
の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

※ 

説
明
会
で
は
、
立
候
補
届
出
に
関
す
る
説
明
と

必
要
な
書
類
を
お
配
り
し
ま
す
。

日　
時　
令
和
２
年
１
月
８
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

場　
所　
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
（
☎
６
３
７・３
１
２
６
）

　
申
請
受
付
は
、
11
月
29
日（
金
）ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
に
は
通
知
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
期
日
ま
で
に
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
購
入
方

法
は
、引
換
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

使
用
で
き
る
店
舗
な
ど
の
詳
細
は
、

広
報
９
月
号
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

申
請
や
購
入
引
換
券
に

　
　
関
す
る
こ
と

　
　
　
福
祉
課

　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

　
　
購
入
方
法
や

　
　
使
用
可
能
店
舗
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
経
済
産
業
課

　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
０
）

　

12
月
１
日
か
ら
、
左
の
よ
う
に
便
数
及
び 

時
刻
が
改
正
さ
れ
ま
す（
青
色
が
変
更
部
分
）。

問 

海
部
観
光
㈱　
電
話
予
約
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
１
８
８
）

　
　
予
約
ペ
ー
ジ

　
　

https://w
w

w
.kousokubus.jp

プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

藍
住
町
発
着
高
速
バ
ス
時
刻
表

12
月
か
ら
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

上り 徳島駅
バスオアシス

ゆめタウン前
パルス藍住

松茂とくとく
ターミナル

バスポート
松茂

高速
鳴門

大塚国際
美術館

アオアヲナルト
リゾート

室津
PA

神戸
三宮

大阪
梅田 なんば 伊丹

空港
403便  6:30  6:50  7:10  7:15  7:27 － － 休憩  9:00  9:50 － 10:20
203便  7:40  8:05  8:25  8:30  8:42 － － 休憩 － 10:50 11:10 11:40
211便 － 17:00 17:25 17:30 17:42 － － 休憩 － 19:50 20:10 20:40

下り 伊丹
空港

大阪
梅田 なんば 神戸

三宮
室津
PA

大塚国際
美術館

アオアヲナルト
リゾート

高速
鳴門

バスポート
松茂

松茂とくとく
ターミナル

ゆめタウン前
パルス藍住

徳島駅
バスオアシス

202便  8:50  9:30 － － 休憩 11:30 11:35 11:40 11:50 11:55 12:15 12:35
206便 13:20 14:00 14:20 － 休憩 － － 16:20 16:30 16:35 16:55 17:15
406便 16:20 17:00 － 18:00 休憩 － － 19:30 19:40 19:45 20:05 20:25
408便 17:10 18:00 － 19:00 休憩 － － 20:30 20:40 20:45 21:05 21:25
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町は、税の公平性を確保し、納税者の信頼を守るため、
県と県下市町村で連携し徴収を強化します。

○期間中は、財産調査や差押処分の実施などを強化し、
　多様な徴収対策を実施します。
○納付できない特別の事情がある方は、必ず納税相談
　にお越しください。
○税金は、皆さんの健康や
　安全を守り、快適なまち
　づくりのための大切な財
　源です。納期限内に納税
　を済ませましょう。

県税・市町村税
県下一斉

徴収強化月間
月12

税務課（☎637・3117）

税の納め忘れ
はありませんか？STOP

滞 納！

11月

すマ第14-143号

徳島県職員の仕事内容 保護者説明会の開催
　今後就職活動を迎えるお子さんを持つ方や、お子さん
の将来の就職先の候補に徳島県庁をお考えの方に、徳島
県職員の仕事内容等についての説明会を開催します。
日　時　12月22日（日）　午後2時～3時30分
場　所　あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）５階会議室６
内　容　�県職員の仕事内容・試験制度、若手職員による

就職経験談・業務説明、保護者による経験談など
定　員　80人（申込順）
申込期間　11月15日(金)～12月18日(水)

申・問  県人事委員会事務局(☎621・3211）

2020年版　県民手帳手帳発売中
　徳島県の主要なデータや様々な役立つ情報が
満載の手帳です。
　表紙に組藍海波紋をデザインした「県章版」と
すだちくんが盛りだくさんの「すだちくん版」の
２種類あります。
　役場でも注文を受け付けていますので、購入
を希望される方は企画政策課
までお申し込みください。
定　価�500円（税込）
申込期限�11月29日（金）

申・問  企画政策課（☎637・3124）

　消費者庁では平成29、30年度に徳島県藍住町等を実証フィールドとして栄養成分表示等を活用した消費者教育
の調査を行いました。その成果を消費者の皆さんに知っていただき、普段の食生活栄養成分表示に関するプロジェ
クト成果報告をはじめ、地域の健康づくりや食育などに役立てていただくため、報告会を開催します。

【日　　時】　11月28日（木）　午後1時30分～3時30分（受付午後1時）
【場　　所】　町民シアター（役場4階）
【内　　容】　・栄養成分表示等の活用に向けた消費者教育プロジェクトの概要について
　　　　　　・栄養成分表示等を活用した消費者教育について
　　　　　　・事例報告
　　　　　　・徳島県内における栄養成分表示等を活用した消費者教育の取組について�
【参 加 費】　無料　　　　　　【定　　員】　200人
【申込期限】　11月21日（木）まで　※定員に達し次第、受付を終了します。
【主　　催】　消費者庁、徳島県　
　　　　　　※詳細は消費者庁ＨＰをご覧ください。　https://www.caa.go.jp/future/project/project_008/
申・問  消費者庁　消費者行政新未来創造オフィス  担当：塩月・小西

　　　　 （☎600・0007、600・0013　ファクシミリ 622・6171　電子メール g.shokuhinhyoji@caa.go.jp）

栄養成分表示等に関するプロジェクト成果報告会

防災行政無線などを用いた全国一斉
情報伝達試験が実施されます

問



No 910 ■ 広報あいずみ5

～ 城　跡　巡　り ～
④徳命城跡（千光寺）　所在地：徳命字元村
　江戸時代後期に成立した『阿波志』には、
徳命城について「徳命村に在り佐竹出雲守
此に拠る今の千光寺是なり」とあります。
千光寺が所在する場所は、吉野川北岸の微
高地で標高３メートル程の土地で、徳命地
区を南東から北西方向に通過する近世の讃
岐街道沿いです。千光寺の開創は天平期と
伝えられ、中世には「梅ノ寺」として三好氏
から寺領を受けていたとされます。江戸時
代には徳島藩主蜂須賀至

よし

鎮
しげ

がこよなく愛し
たという臥

が

竜
りょう

梅
ばい

があった寺として有名で
す。境内地での確認調査等でも城跡として
の遺構は特には認められていませんが、前
記した史料や千光寺の北側に「ドイノキタ
ウラ」という地名が残ることなどからは、
付近に城跡があったことがうかがわれます。

　国民年金保険料は所得税法と地方税法上、健康保険や厚
生年金などの社会保険料を納めた場合と同様に、社会保険
料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減
されます。
　控除の対象となるのは、本年１月から12月までに納めた
保険料の全額です。過去の年度分や追納された保険料も含
まれます。
　また、ご自身の保険料だけでなく、ご家族（配偶者やお子
様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合、そ
の保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、本年中に納付した国民年金保険料について、社会
保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告を行う
ときに、領収証書などの保険料を支払ったことを証明する
書類の添付が必要となります。
　このため、本年１月１日から９月30日までの間に国民年
金保険料を納付された方には、11月上旬に日本年金機構か
ら「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られます
ので、申告書の提出の際には必ずこの証明書又は領収証書
を添付してください。
　また、本年10月１日から12月31日までの間に、今年はじ
めて国民年金保険料を納められた方には、翌年の２月上旬
に送られます。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の
事故など万一のときにも心強い味方となる制度です。保険
料は納め忘れのないようきちんと納めましょう。

問 徳島北年金事務所（☎６５５・０２００）
　　町住民課（☎６３７・３１１２）

ハ〜イこくねんです！

納めた国民年金保険料は全額が納めた国民年金保険料は全額が
社会保険料控除の対象です　　社会保険料控除の対象です　　

あいずみ歴史散歩あいずみ歴史散歩

　65歳以上で要介護認定を受けている方又はその親族が、所得税、町県民税の申告の際に、障害者控除を受けら
れる「障害者控除対象者認定書」を交付します。
対象者　�障害者控除を受けようとする年の12月31日現在(対象年中に死亡された場合は死亡日現在)、次の①、②

の要件を満たしている方
①�65歳以上の方で、町の要介護認定を受けている方(注1)
②�要介護認定審査時の「主治医意見書」又は「認定調査票」の「日常生活自立度」欄に、該当する項目の記載がある方(注２)
※転入して６か月未満である場合は交付の対象になりません。(注3)
(注1)�要支援１、要支援２の方は該当しません。
(注2)�要介護１以上であっても交付対象にならない場合があります。
(注3)�転入後に、町の介護保険制度に基づく再判定を受けた場合は、交付の申請をすることができます。
申請手続　「本人又は親族」が交付申請書を健康推進課まで提出してください。
※交付申請書は健康推進課窓口に備えているほか、町ホームページからダウンロードできます。
申請に必要なもの　・申請者の印鑑、及び本人確認ができるもの
　　　　　　　　　・対象者の印鑑(申請者と対象者が異なる場合)、及び介護保険被保険者証
　　　　　　　　　・親族が申請する場合は、申請書への本人の同意の記載
申請の必要がない場合　①�すでに同程度の障害区分に該当する「身体障害者手帳」等(所得税法等で規定する手帳

等)をお持ちの方(手帳の提示により障害者控除を受けられます)
　　　　　　　　　　　②本人、扶養者が所得税、町県民税のいずれも非課税の場合

問 健康推進課(☎637・3115)

障害者控除対象者認定書の交付障害者控除対象者認定書の交付
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国保税
627,192,346円
（18.5%）県支出金

2,370,033,242円
（69.7%）

繰入金 251,297,005円（7.4%）

繰越金 133,984,538円（3.9%） その他　16,553,302円（0.5%）

保険給付費
2,305,862,017円
（70.0%）

その他　38,526,474円（1.2%）

国保事業費納付金
　894,097,367円（27.2%）

保健事業費　21,352,903円（0.6%）

歳 入
3,399,060,433円

3,292,132,649円
歳 出

総務費　32,293,888円
（1.0%）

総務費　28,853,633円（1.1%）

地域支援事業費
96,488,908円（3.7%）

諸支出金　76,930,274円（3.0%）

介護保険料
625,042,050円（23.6%）

介護認定審査会費
37,068,321円（1.4%）

分担金及び負担金
22,785,115円（0.9%）

国庫支出金
538,878,085円
（20.3%）

歳 入
2,647,913,137円

2,587,359,118円
歳 出

支払基金交付金
659,071,365 円（24.9%）
支払基金交付金

659,071,365 円（24.9%）

介護給付費
2,348,017,982円（90.8%）

介護給付費
2,348,017,982円（90.8%）

県支出金
357,563,292円
（13.5%）

繰入金
423,247,331円
（16.0%）

繰越金・その他
21,325,899円（0.8%）

諸収入
761,500円（0.2%）

総務費
3,922,348円（1.1%）

使用料及び手数料
19,400円（0.0%）

繰入金
78,887,686円（22.3%）

繰越金
9,764,554円（2.8%）

諸支出金
738,300円（0.2%）

歳 入
353,611,940円

342,637,886円
歳 出

後期高齢者医療保険料
264,178,800円（74.7%）

後期高齢者医療広域連合納付金
337,977,238円（98.6%）

平成30年度　特別会計決算状況

後期高齢者医療事業
実質収支に関する調書

区　　　　分 金　　　額
1. 歳 入 総 額 353,611,940円
2. 歳 出 総 額 342,637,886円
3. 歳 入 歳 出 差 引 額 10,974,054円

4. 翌年度へ繰越
すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
5. 実 質 収 支 額 10,974,054円
6. 実質収支のうち地方自治法第233

条の2の規定による基金繰入額 0円

国民健康保険事業

※構成比（％）は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはならない。

平成30年度1人当たりの医療費
一　　　　般 退　職　者　等
376,579円 196,196円

介 護 保 険 事 業
実質収支に関する調書

区　　　　分 金　　　額
1. 歳 入 総 額 2,647,913,137円
2. 歳 出 総 額 2,587,359,118円
3. 歳 入 歳 出 差 引 額 60,554,019円

4. 翌年度へ繰越
すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
5. 実 質 収 支 額 60,554,019円
6. 実質収支のうち地方自治法第233

条の2の規定による基金繰入額 0円

令和元年度1人当たりの介護給付費
居宅介護 施設介護

1,565,886円 3,362,359円 

実質収支に関する調書
区　　　　分 金　　　額

1. 歳 入 総 額 3,399,060,433円
2. 歳 出 総 額 3,292,132,649円
3. 歳 入 歳 出 差 引 額 106,927,784円

4. 翌年度へ繰越
すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
5. 実 質 収 支 額 106,927,784円
6. 実質収支のうち地方自治法第233

条の2の規定による基金繰入額 0円
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歳 入
7,015,000円

予防給付費収入
7,015,000円（100.0%）

歳 出
7,015,000円

介護予防サービス事業費
7,015,000円（100.0%）

実質収支に関する調書
区　　　　分 金　　　額

1. 歳 入 総 額 7,015,000円
2. 歳 出 総 額 7,015,000円
3. 歳 入 歳 出 差 引 額 0円

4. 翌年度へ繰越
すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
5. 実 質 収 支 額 0円
6. 実質収支のうち地方自治法第233

条の2の規定による基金繰入額 0円

分担金および負担金　4,620,000円（1.1%）
使用料および手数料　58,740,650円（13.7%）

国庫支出金　58,500,000円（13.6%）

管理費
70,770,990円（17.3%）諸支出金

164,721,346円（40.2%）

繰越金
13,474,669円（3.1%）

諸収入
533,846円（0.1%）

町債　93,100,000円（21.7%）

歳 入
428,969,165円

繰入金  200,000,000円（46.6%）

歳 出
410,150,401円

建設費
174,658,065円（42.6%）

実質収支に関する調書
区　　　　分 金　　　額

1. 歳 入 総 額 428,969,165円
2. 歳 出 総 額 410,150,401円
3. 歳 入 歳 出 差 引 額 18,818,764円

4. 翌年度へ繰越
すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 100,000円
事故繰越し繰越額 0円

計 100,000円
5. 実 質 収 支 額 18,718,764円
6. 実質収支のうち地方自治法第233

条の2の規定による基金繰入額 0円

下 水 道 事 業

介護サービス事業（地域包括支援）

分担金収益
9,300,951円
（1.9％）

分担金収益
9,300,951円
（1.9％）

受託工事収益
9,559,000円
（2.0％）

受託工事収益
9,559,000円
（2.0％）

その他の営業収益
942,450円（0.2％）
その他の営業収益
942,450円（0.2％）

特別利益
2,596,978円（0.5％）
特別利益
2,596,978円（0.5％）

営業外収益
18,761,004円（3.8％）
営業外収益
18,761,004円（3.8％）

原水及び浄水費
89,408,321円（22.5%）
原水及び浄水費
89,408,321円（22.5%）

その他営業費用
6,074,625円（1.5％）
その他営業費用
6,074,625円（1.5％）

消費税  15,378,200円（3.8％）

配水及び給水費
73,419,646円（18.5%）
配水及び給水費
73,419,646円（18.5%）

受託工事費
11,940,331円（3.0%）
受託工事費
11,940,331円（3.0%）

総係費
71,363,478円（17.9%）
総係費
71,363,478円（17.9%）

減価償却費
144,454,638円
（36.3％）

減価償却費
144,454,638円
（36.3％）

資産減耗費
1,044,979円
（0.3％）

資産減耗費
1,044,979円
（0.3％）

給水収益  447,450,417円（91.6％）給水収益  447,450,417円（91.6％）

他会計補助金
1,165,300円（18.6％）
他会計補助金
1,165,300円（18.6％）

　　

収益的収支の内訳

資本的収支の内訳

収益的収入（税抜）
488,610,800円

収益的支出（税抜）
397,871,533円

資本的収入（税抜）
6,260,048円

資本的支出（税抜）
138,401,831円

給水設備工事
603,010円（0.4％）
給水設備工事
603,010円（0.4％）

固定資産取得費
18,802,000円
（13.6％）

固定資産取得費
18,802,000円
（13.6％）

工事負担金
5,094,748円（81.4％）
工事負担金
5,094,748円（81.4％）

企業債
32,509,681円
（23.5％）

企業債
32,509,681円
（23.5％）

原水及び浄水設備工事
22,390,000円（16.2％）
原水及び浄水設備工事
22,390,000円（16.2％）

配水設備工事
64,097,140円（46.3％）
配水設備工事
64,097,140円（46.3％）

特別損失　165,515円（0.0％）特別損失　165,515円（0.0％）

水　 道　 事　 業

給水人口 35,013人 給水戸数 11,577戸 年間総配水量 4,822,732ｔ 有　収　率 88.6％
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実 施 期 間　令和２年１月15日（水）まで（各医療機関の休診日にご注意ください）
対　象　者　本町に住民登録があり、次に該当する方
　　　　　　◆65歳以上の方（接種当日）
　　　　　　◆�60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器の機能・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の

機能に、日常生活活動が極度に制限される程度の障害がある方
接 種 回 数　1回
自己負担金　1,600円（生活保護を受給している場合は無料：生保証明必要）
　　　　　　直接各医療機関の窓口でお支払いください。
準　備　物　健康保険証、運転免許証等（年齢や住所が確認できるもの）
接 種 機 関　県内の高齢者インフルエンザ広域化医療機関
◆町内で接種できる医療機関

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
藍住川島クリニック 692・0110 藍住たまき青空クリニック 678・7727
安芸内科 692・6111 富本小児科内科 692・7228
稲次病院 692・5757 内科クリニック・オクムラ 692・4771
大久保内科 692・1220 中川整形外科 641・2288
奥村医院 692・2403 中山産婦人科 692・0333
香川内科 692・9770 秦産婦人科・内科 692・5758
こうのINRクリニック 693・1103 浜病院 692・2317
こやま小児科内科クリニック 637・3211 板東整形外科 692・5151
近藤外科内科 693・1188 増田クリニック 693・3020
西條耳鼻咽喉科 692・8711 森本医院 641・4141
清水内科 692・8900 矢野医院 692・4411
杉みね整形クリニック 693・1021

　・必ず電話予約をしてから受診してください。予防接種は体調の良いときに受けてください。
　・ご希望の方は、早めに医療機関にお申し込みください。
　・接種できる医療機関は、変更の可能性があります。
◆ 県内の高齢者インフルエンザ広域化医療機関であれば、町外でも同様に接種できますが、接種には予診票が
必要です。町外の広域化医療機関で接種を希望する方は、保健センターで予診票をお渡ししますのでご連絡
ください（詳細は町ホームページをご覧ください）。
※�広域化医療機関以外で接種される場合、全額自己負担となりますが、特別な理由により広域化医療機関以外
の医療機関でなければ接種できない場合は、接種前に保健センターへ申請してください。対象者は、自己負
担分の1,600円を超えた額で3,537円を上限に払戻し助成が受けられます。なお、接種前に申請をされてい
ない方は、助成の対象となりませんのでご注意ください。
問 保健センター（☎692・8658）

高齢者のインフルエンザ予防接種
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人
確
認
の
た
め
、

　
写
真
入
り
の
身
分
証
明
書

　

 （
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ 

ー
ド
等
）が
必
要
で
す
。

　

 

写
真
入
り
の
身
分
証
明
書
が
な
い

場
合
は
、
健
康
保
険
証
や
介
護

保
険
証
な
ど
２
点
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

⇒
 

申
込
み
は
、
必
ず
本
人
が
し
て
く

だ
さ
い
。　

申
込
期
限　
11
月
29
日（
金
）

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
７
５
）
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藍
染
め
衣
装
が
テ
ー
マ
の
フ
ァッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー「
イ
ン
デ
ィ
ゴ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

2
0
1
9
」を
開
催
し
ま
す
。

　

モ
デ
ル
自
ら
が
製
作
し
た
藍
染
め
衣

装
を
素
敵
な
ポ
ー
ズ
を
披
露
し
な
が
ら

ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
歩
き
ま
す
。

　

今
回
は
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
総

合
文
化
ホ
ー
ル
で
の
開
催
と
な
り
ま
す

の
で
、
ラ
ン
ウ
ェ
イ
や
舞
台
照
明
な
ど

も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
豪
華
な
ス
テ
ー

ジ
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
る
ゲ
ス
ト
や
舞
台
演
出
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
時　
12
月
15
日（
日
）

　
　
　
　
開
場
：
午
後
1
時

　
　
　
　
開
演
：
午
後
2
時

場　
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル  

大
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

問 

経
済
産
業
課（
☎
6
3
7 ・3
1
2
0
）

正
法
寺
川

正
法
寺
川

ク
ラ
フ
ト
＆
マ
ー
ケ
ッ
ト

ク
ラ
フ
ト
＆
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

町
内
は
も
ち
ろ
ん
香
川
県
や

淡
路
島
か
ら
も
物
づ
く
り
に
こ

だ
わ
る
作
り
手
が
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
約
40
店
舗
が
並
び
、

季
節
の
野
菜
や
お
い
し
い
料
理

の
お
店
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、総
合
文
化
ホ
ー
ル
前
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
か
ら
の
生
演
奏
と
、
正

法
寺
川
で
は
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
体
験

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
家
族
と
、
友
人
と
、
ま
た

お
一
人
で
も
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日　
時　
12
月
８
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場　
所　

 

総
合
文
化
ホ
ー
ル
前

広
場
周
辺

参
加
費　
無
料

問 

正
法
寺
川
ク
ラ
フ
ト
＆

　
　
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局

　
　
（
☎
０
９
０・２
８
２
８・６
４
５
６
）

インディゴコレクション2019インディゴコレクション2019

インディゴコレクション2018の様子

　
10
月
17
日
、
山
形
県
河
北
町
の
森
谷
町
長

を
は
じ
め
河
北
町
民
33
名
が
、「
友
好
の
翼
・

河
北
町
民
号
」で
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
町
民
シ
ア
タ
ー
で
の
歓
迎
式
の
後
、

一
行
は
オ
ー
プ
ン
直
前
の
総
合
文
化
ホ
ー
ル

を
見
学
し
、
藍
の
館
で
は
絞
り
染
め
の
藍
染

め
体
験
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
阿
波

踊
り
観
覧
や
す
だ
ち
な
ど
、
本
県
の
代
表
的

な
文
化
に
も
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
河
北
町
と
は
紅
花
染
め
と
藍
染
め
と
い
う

共
通
す
る
伝
統
を
き
っ
か
け
に
昭
和
62
年
に

交
流
が
始
ま
り
、
平
成
３
年
７
月
に
友
好
都

市
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
河
北
町
民
号
の
来

町
は
こ
の
度
で
10
回
目
を
数
え
、
両
町
が
誇

る
伝
統
文
化
を
基
礎
と
し
て
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な
分
野
で
交
流
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
友
好
交
流
の
一
環
で
河
北
町
か
ら
毎
年
特

産
の
枝
豆「
秘
伝
」が
届
き
ま
す
。
大
粒
で
甘

み
が
強
く
味
が
濃
い
の
が
特
徴
で
、
今
年
は

藍
住
南
小
学
校
と
東
小
学
校
の
皆
さ
ん
に

味
わ
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。「
い
ま
ま
で

で
一
番
お
い
し
い
」

「
豆
が
苦
手
だ
っ

た
け
ど
好
き
に
な
っ

た
」
な
ど
の
感
想

で
、
給
食
放
送
の

紹
介
を
聞
い
て
河

北
町
へ
の
興
味
が

深
ま
っ
た
様
子
。

　
ま
た
、河
北
町
民
号
の
来
町
に
際
し
て
は
、

「
秋
陽
」と
い
う
山
形
県
の
新
し
い
品
種
の
り

ん
ご
を
頂
き
ま
し
た
。
早
速
、
保
育
所
で

お
や
つ
に
し
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
は
、

新
鮮
な
り
ん
ご
を

手
に
取
っ
て
興
味

津
々
の
様
子
。
甘

酸
っ
ぱ
い
旬
の
味

を
ほ
お
張
っ
て
大

喜
び
で
し
た
。

　

河
北
町
の
皆
さ

ん
、
友
好
の
贈
り

物
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

～
紅
と
藍
～ 

友
好
都
市
山
形
県
河
北
町
と
の
交
流

友
好
の
翼
・
河
北
町
民
号
が
来
町

枝
豆
と
り
ん
ご
を
頂
き
ま
し
た

役場を訪れた森谷町長と河北町の皆さん役場を訪れた森谷町長と河北町の皆さん

総合文化ホール前の友好の碑で記念撮影総合文化ホール前の友好の碑で記念撮影

（中央保育所）（中央保育所） （藍住東小学校）（藍住東小学校）
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総
合
文
化
ホ
ー
ル

イ
ベ
ン
ト
案
内

総
合
文
化
ホ
ー
ル

イ
ベ
ン
ト
案
内

●「
真
打
ち
競
演
」公
開
収
録

　
（
申
込
期
限
間
近
）

日　
　
時　
12
月
７
日（
土
）

　
　
　
　
　
開
場　
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
開
演　
午
後
６
時

入　
場　
料　
無
料

※
N
H
K
徳
島
放
送
局
へ
観
覧
申
込
み
が
必

要
。
詳
細
は
N
H
K
徳
島
放
送
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
11
月
20
日（
水
）必
着

●
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
人
魚
姫

　
（
チ
ケ
ッ
ト
発
売
残
り
わ
ず
か
）

日　
　
時　
11
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
　
開
場　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
開
演　
午
後
２
時

入　
場　
料　
全
席
指
定

　
　
　
　
　
一
般 

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日 

１
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下 

５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日 

７
０
０
円
）

●
よ
ん
で
ん
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
～Christm

as

　

Concert

～（
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
）

日　
　
時　
12
月
21
日（
土
）

　
　
　
　
　
開
場　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
開
演　
午
後
２
時

入　
場　
料　
全
席
自
由

　
　
　
　
　
一
般 

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日 

１
２
０
０
円
）

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下 

５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日 

７
０
０
円
）

　総合文化ホールでは11月３日に開館記念式典を行い、全館開館しました。５日からは貸館業務も開始　総合文化ホールでは11月３日に開館記念式典を行い、全館開館しました。５日からは貸館業務も開始
しています。しています。
使用時間使用時間　午前９時～午後10時　午前９時～午後10時
受付時間受付時間　午前９時～午後６時　午前９時～午後６時
　　　　　（使用がない場合は、午後６時に閉館）　　　　　（使用がない場合は、午後６時に閉館）
休休　　館館　　日日　毎月第４月曜日（祝日の場合は開館）　毎月第４月曜日（祝日の場合は開館）
　　　　　年末年始（12月28日～１月４日）　　　　　年末年始（12月28日～１月４日）
　総合文化ホールは、保健センターや包括支援センター、社会福祉
協議会が入った複合施設です。施設内には、大ホールや小ホール、
調理室、和室、スタジオ等様々な用途で使える部屋を備えています
ので、文化振興を目的として広くご使用いただけます。
※各部屋（設備）等の使用方法・使用料等の詳細はお問合せください。
問  総合文化ホール（☎637・3344）

ピアノ スタインウェイD-274

大ホール（舞台）

スタジオ 調理室

総合文化ホールが11月３日に開館しました総合文化ホールが11月３日に開館しました



No 910No 910 ■ ■ 広報あいずみ広報あいずみ1111

～
～
～
～
～ 

新
着
情
報 

～
～
～
～
～

●
わ
ろ
て
な
！ 

狂
言
会

　
（
11
月
15
日
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
）

　
藍
住
町
出
身
の
狂
言
師 

河
野 

佑
紀
さ
ん
が

出
演
し
ま
す
。

日　
　
時　
令
和
２
年
１
月
18
日（
土
）

　
　
　
　
　
開
場　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
開
演　
午
後
２
時

入　
場　
料　
全
席
自
由

　
　
　
　
　
一
般 

１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日 

２
０
０
０
円
）

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下 

５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日 

７
０
０
円
）

　
　
　
　
　
町
民
チ
ケ
ッ
ト 

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
前
売
の
み
）

※
町
民
チ
ケ
ッ
ト
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
み

取
り
扱
い
。
住
所
が
わ
か
る
も
の
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

●「
わ
ろ
て
な
！ 

狂
言
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
狂
言
を
一
足
は
や
く
体
験
し
よ
う
。
狂
言

公
演
が
よ
り
楽
し
く
な
る
は
ず
で
す
。

日　
　
時　
①
11
月
18
日（
月
）午
後
７
時
～

　
　
　
　
　
②
12
月
10
日（
火
）午
後
７
時
～

場　
　
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
小
ホ
ー
ル

講　
　
師　
河
野
佑
紀

参　
加　
費　
各
回
５
０
０
円

内　
　
容

　
①
す
り
足
や
、
狂
言
の
笑
い

　
　
に
挑
戦

　
②
狂
言
の
台
詞
を
大
き
く
声
に
出
そ
う

申　
込　
み　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
に
お
申
し
込

　
　
　
　
　
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

総
合
文
化
ホ
ー
ル（
☎
６
３
７・３
３
４
４
）

　11月４日に、総合文化ホールのこけら落とし公演として、N響チェンバーアンサンブルとピアニスト仲
道郁代氏を招いてクラシックコンサートを行いました。当日は630人が来場し、世界で活躍する演奏家
による圧巻の演奏を耳で、目で、肌で感じていました。
　また、公演の前日には藍住中学校・東中学校吹奏楽部がプロの演奏家から演奏指導を受け、当日はオー
プニング演奏で練習の成果を存分に発揮しました。
　コンサートの開催にご協力いただいた関係者、そして、ご来場くださった皆さん、ありがとうござい
ました。

～総合文化ホールこけら落とし公演～～総合文化ホールこけら落とし公演～～総合文化ホールこけら落とし公演～

オープニング 演奏指導（クラリネット） 演奏指導（トランペット）
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総合防災訓練を総合防災訓練を
開催しました！開催しました！
　10月20日、 「自分の命は自分で守
る」という自助意識の啓発をテーマに
町民体育館で総合防災訓練を実施し
ました。当日は、関係者を含む838人
が参加しました。
　会場では、消火器を使った消火訓
練、災害対策車両の展示、心肺蘇
生法の体験、木造住宅耐震化の相談
など防災に関する様々な訓練や体験
コーナーのほか、婦人防火クラブに
よる炊出し訓練を実施しました。
　また、本町の訓練では初めて、ド
ローンの実演飛行や模擬操縦などを
株式会社フジタ建設コンサルタントの
協力のもと実施しました。
　「自助」は防災の基本です。今後も
防災訓練に参加し防災意識を高めま
しょう。

各種功労者表彰各種功労者表彰
　町の各種功労者表彰規程に基づき、18人の方が受彰されまし
た。それぞれの功績を紹介し、お祝い申し上げます。 （敬称略）
●永年、保護司として犯罪予防と更生保護に貢献された方
　近　藤　照　善
●永年、民生委員・児童委員として社会福祉の増進に貢献された方
　板　東　菊　子
●永年、人権擁護委員として人権尊重社会の実現に貢献された方
　三　輪　浩　美
●自己の危険を顧みず人命を救助した方
　國　北　泰　成
●進んで公益のため私財を寄付した方
　高　崎　　豊、髙　野　年　市、山　崎　　昇、明　石　房　代、
　丸　岡　文　子、大　和　　勲、藍住ライオンズクラブ、光洋シー
　リングテクノ株式会社、株式会社ジェイテクト徳島工場、シミ
　ズ精工株式会社
●永年、町長として町勢発展に尽力された方
　石　川　智　能
●永年、副町長として町勢発展に尽力された方
　北　口　髙　義、友　竹　哲　雄
●永年、消防団員として住民の生命、財産を守る消防団活動に尽力された方
　米　本　義　博

表彰式に出席された
（前列左から）三輪浩美さん、株式会社ジェイテクト徳島工場様、髙

野年市さん、髙橋町長、石川智能さん、藍住ライオンズクラブ様、
大和勲さん

（中列左から）高崎豊さん、丸岡文子さん（代理出席）、明石房代さん、
北口髙義さん（御遺族 北口和代さん）、光洋シーリングテクノ株式
会社様、シミズ精工株式会社様

（後列左から）板東菊子さん、近藤照善さん、米本義博さん、國北泰
成さん

　11月１日、町教育委員会の表彰規定に基づき表彰式を
行いました。
　被表彰者の功績を紹介し、お祝い申し上げます。

（敬称略）
●教育の振興発展に貢献して、その功績の顕著な方
　新　居　悦　子（住吉）　学校評議員
　上　本　典　子（勝瑞）　学校評議員

　本町へ多額の私財を寄
付された髙野 年市氏に、
８月28日付で内閣府より
紺綬褒章の授与が発令さ
れ、11月３日に町長から
褒章が伝達されました。
　髙野氏は本町出身で文
化教育及びその他社会福
祉事業に関心が厚く、ふ
るさと藍住町の将来の発
展に資するためには文化
振興を支援することが重
要であるとの考えから多
額の寄付を寄せられまし
た。

（
左
か
ら
）石
川
東
幼
稚
園
長
、
新

　
居
悦
子
さ
ん
、上
本
紀
子
さ
ん
、

　
青
木
教
育
長

令和元年度令和元年度
教育委員会表彰教育委員会表彰

紺綬褒章伝達式紺綬褒章伝達式

　10月10日、文部科学大
臣から地方教育行政功労
者表彰がありました。
　被表彰者の功績を紹介
し、お祝い申し上げます。

（敬称略）

●地方教育行政において、特に顕著な功績のある方
　奥　村　康　人（奥野）
　町教育委員会委員 （在職32年）

令和元年度令和元年度
地方教育行政功労者表彰地方教育行政功労者表彰
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板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

　

バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ッ
プSU

N
`S

に
よ

る
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
、
ふ
ぁ
み
さ
ぽ
サ

ン
タ
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
よ
♡

ほ
か
に
も
楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
！

日

時　
12
月
７
日（
土
）午
前
10
時
～

場

所　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
１
階
和
室

募
集
人
数　
１
０
０
人（
申
込
順
）

※
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対

象　
板
野
郡
内
の
小
学
生
以
下

　
　
　
　
　
の
お
子
様
と
ご
家
族

参
加
費　
無
料

申
込
受
付　
11
月
18
日（
月
）～

　
　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

申
込
方
法　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５

時
電
話
又
は
板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
来
所
し
て
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い（
申
込
順
）。

※
留
守
番
電
話・フ
ァ
ク
シ
ミ
リ・メ
ー

ル
等
で
の
申
込
み
は
不
可
。

申
・
問 

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
３・３
０
３
３
）

　
応
募
数
８
２
４
点
の
中
か
ら
各
部
門

の
最
優
秀
作
品
が
決
定
し
、
11
月
９
日

に
福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
町
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

超
か
ん
た
ん
！
包
丁
な
し
部
門
最
優
秀
賞

「
10
品
目
で
の
っ
け
サ
ラ
ダ
そ
ば
」

田
中　
洸
聖
さ
ん（
藍
住
中
学
校
１
年
）

ス
ピ
ー
ド
ク
ッ
キ
ン
グ
部
門
最
優
秀
賞

「
き
ゅ
う
り
の
肉
巻
き
」

竹
原　
叶
稀
さ
ん（藍

住
西
小
学
校
５
年
）

野
菜
た
っ
ぷ
り
！
目
覚
ま
し
モ
ー
ニ
ン

グ
部
門
最
優
秀
賞

「
パ
ン
入
り
ト
マ
ト
グ
ラ
タ
ン
」

向
井　
朝
美
さ
ん（
藍
住
中
学
校
１
年
）

審
査
員
特
別
賞

「
ふ
し
め
ん
入
り
野
菜
ス
ー
プ
」

武
田　
菜
々
美
さ
ん

（
藍
住
東
小
学
校
５
年
）

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

　

公
募
に
よ
り
ご

登
録
い
た
だ
い
た

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
町

を
き
れ
い
に
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
毎
週

２
回
、
高
速
道
路

側
道
や
吉
野
川
堤
防
小
段
等
で
ご
み
拾

い
な
ど
の
美
化
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
活
動
は
平
成
16
年
か
ら
16
年

間
継
続
さ
れ
て
お
り
、
町
内
の
様
々
な

場
所
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
き
れ
い
な
町
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
多
く
の
方
が
町
内
の
美
化

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
き
れ
い
な
町
づ
く
り
に
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

生
活
環
境
課

（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

健
康
づ
く
り
朝
食
ア
イ
デ
ア

献
立
最
優
秀
作
品

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

を
ご
紹
介
し
ま
す

　
私
有
地
か
ら
道
路
に
張
り
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
木
の
枝
や
生
垣
等

は
、
通
行
の
支
障
に
な
る
ほ
か
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
道
路
標
識
が
見
え

づ
ら
く
な
る
な
ど
、
交
通
事
故
の
原
因
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
私
有
地
か
ら
生
え
て
い
る
樹

木
は
、土
地
所
有
者
の
方
が
定
期
的
に
せ
ん
定
・
伐
採
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
・
安
全
に
道
路
を
通
行
で
き
る
よ
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
や
生
垣
等
の
せ
ん
定
に
つ
い
て

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
や
生
垣
等
の
せ
ん
定
に
つ
い
て

皆さんで
徳島ヴォルティスの
応援に行きましょう！

●ホームゲームご案内
　11月24日（日）午後２時から
　　　　　VSレノファ山口ＦＣ
●試合会場
　ポカリスエットスタジアム

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の

「
終
活
を
考
え
る
会
」

　
突
然
、
自
分
の
身
に
何
か
が
起
こ
っ
た
と

き
に
、
ご
家
族
が
困
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
元
気
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
今

後
の
人
生
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
を
テ
ー
マ
と

し
た「
生
き
方
を
考
え
る
会
」で
す
。

日

時　
11
月
25
日（
月
）午
後
３
時
～
４
時

場

所　
図
書
館
２
階　
大
会
議
室

講

師　
行
政
書
士　
友
兼　
仁 

氏

参
加
費　
無
料

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
ま
で
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ご
参
加
の
方
に
は
、
伝
え
た
い
こ
と
を
一

冊
に
ま
と
め
ら
れ
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
贈
呈
し
ま
す
。

問 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
７
９・１
８
４
８
）

家
族
学
習
会

　
精
神
障
が
い
を
お
持
ち
の
当
事
者
を
支
え

な
が
ら
、
対
応
に
悩
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
家

族
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
学
習
会
で
す
。

日

時　
11
月
19
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

内

容　
D
V
D
鑑
賞

　
　
　
　
「
精
神
障
が
い
当
事
者
と
家
族
の

　
　
　
　
相
互
理
解
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　
　
　
　
～
な
ぜ
親
に
当
た
る
の
？
～

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
多
目
的
室

※
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

問 

す
み
れ
藍
住
家
族
会　
内
藤

（
☎
０
８
０・１
９
９
４・５
２
８
８
）
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女性に対する暴力をなくしましょう！女性に対する暴力をなくしましょう！
　11月12日から25日は「女性に対する暴力をなくす運動」の実施期間です。
　配偶者や恋人などの親しい関係の中で生じる暴力をドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）と言います。
　内閣府の調査では、女性の10人に１人が「配偶者からの暴力」に悩み、苦しんでいると報告されています。
　また、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為による被害者も女性が圧倒的に多いのが現実です。
このような暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参画社会の実現に向けて、克服すべ
き重要な課題です。
　期間中は役場１階でＤＶ防止に関する展示を行っています。この運動を機会に家庭や職場の皆さんで、女
性に対する暴力について考えてみましょう。
問  企画政策課（☎637・3124）

児童相談の現状
　このところ、子どもたちが保護者からの虐待によって命を落としたり、大きな怪我を負うといった大変痛ま
しい出来事が新聞やテレビで報道されることが多く、 『児童相談所』が報道で取り上げられることも増えています。
徳島県では、「こども女性相談センター」で『児童相談所』の業務を行っています。児童相談所では、18歳未満の子
どもさんのことについて、親が病気で子どもの面倒がみられないといった養護上の問題の相談、非行相談、障
がいに関する相談、不登校や落ち着きがない等の性格行動上の問題の相談など、児童虐待だけではなく、様々
な相談に応じています。
　児童相談所での児童虐待相談対応件数は、全国的に増加を続けていて、平成30年度の速報値は159,850件。徳
島県の３センターの児童虐待対応件数も756件と過去最高となってしまい、すべての相談対応件数が2,450件の３
分の１近くを占めています。
　平成17年度からは児童相談の窓口として位置づけられた市町村での相談対応件数も増加が続いています。 
虐待通告が入ったら

　児童虐待への世間の関心が高まって、児童相談所に寄せられる通告も増えています。近所
で子どもの大きな泣き声が聞こえるという通告や、学校に登校した児童が怪我をしていると
いう通告が入ると、我々が確認に行きます。訪問したり、会ってみると、少し子育てに困っ
ているけれど、子育てを一生懸命しているおうちがほとんどです。この場合は、保護者の困
り感が解消されるように相談したり、子育ての手助けとなるサービスへの橋渡しをしたりし
て支援を行います。でも、単なる事故で説明のつかない怪我がある場合等、子どもの安全確
保が優先される場合は、職権で一時保護するという介入的な支援を行うこともあります。親
からすれば、いきなり子どもを奪われた、児童相談所は何てひどいところだと非難されるこ
ともよくありますが、そこから何とか子どもが安心して暮らせるように保護者への働きかけを行っていくことに
なります。
　子どもを虐待するなんて、何てひどい親だと思ってしまいますが、実際に相談室で保護者と話をしていると、
本当は子どもを虐待するつもりなんかなかったのに、家族の中でのもめ事や仕事などのストレスが知らない間に
子どもに向かっていたということもあります。一生懸命に子育てをしているのに、あまりに大変で泣き止まない
子どもにイライラして怒鳴ってしまったり、言うことを聞いてくれなくて叩いてしまったり…。もちろん、どの
ような理由があったとしても、子どもに手をあげたり、暴言を言ったりすることは許されることではありません。
だからこそ、その一歩手前で、しんどい思いを抱えているお父さんやお母さん、つらい思いをしている子どもた
ちの声を聞いて、虐待に至らないようにすることができればと思って相談者に向き合っています。そして、声を
出せずにいる子どもたちを見逃すことのないようにしたいものです。子育ては本当に大変なものです、大人だ
ってイライラすることもあります。怒鳴ったり、手を上げそうになったら、一呼吸おいてみてください。深呼吸
をしたり、数を数えたりしてクールダウンしてみましょう。また、親だってSOSを出してもいいですよ。一人で
抱え込まず誰かに相談してくださいね。
児童虐待は、社会全体で解決すべき問題です

　児童虐待を受けたと思われる児童を発見した場合は、すべての人に市町村や児童相談所に通告する義務があ
ります。子どもを守るためという正当な理由がある場合は，守秘義務違反に問われませんし、調査の結果、虐
待でなかったとしても、刑事上・民事上の責任を問われることはありません。近くで、いつも子どもの泣き声
や親の怒鳴り声が聞こえる、不自然な傷がある等、子どもや保護者の小さなサインを見つけたら児童相談所や
藍住町の窓口にご連絡ください。

徳島県中央こども女性相談センター　児童福祉司　桜井　あゆみ

                   子どもたちの笑顔を守るために ●11月は児童虐待防止推進月間です●

♣ 児童相談所や市町村の相談窓口にご連絡下さい ♣
ご自身が子育てに悩んだら。虐待を受けたと思われる子どもがいたら。 子育てに悩む親がいたら。

※一部のIP電話からはつながりません。  ※令和元年12月から通話料が無料化されます。
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人権講座「女性の人権を考える」から人権講座「女性の人権を考える」から ●藍住町スローガン●
守れ人権 許すな差別

　９月18日町民シアターで、徳島県人権教育指導員の徳山富子さんが講義をしてくださいました。

これまでの経験からこれまでの経験から
　小学校の頃から、男子・女子の順で書かれた名簿や男の先生が多かったこと、特に校長
先生や教頭先生は、当時全て男性であったことから、男性が社会を動かしているというイ
メージを持ったそうです。中学生になると、女子は家庭科、男子は技術科を学び、大人になっ
た時にしなければならないという意識をもったそうです。この話を聞いて、学校や社会が
自然に男尊女卑の考えや意識を子どもたちに植え付けているのではないかと恐ろしくなり
ました。
　結婚すると、女性は姓が変わったり、当たり前のように家事をしたり、子どもが生まれ
ると育児の大半を母親がしたりすることになりました。夫は外で働き、妻は家庭を守るべきという考え方は、諸外
国と比較しても日本は顕著です。 「家庭の問題」「話し合って家事を分担すれば」という意見もありますが、家族や家
庭の意識を変えてほしいと言ったところで解決する問題ではなく、社会意識の問題だと感じたそうです。そして、
そういった社会意識の問題は、女性だけではなく、男性にとっても幸せな状況ではないと考えられるでしょう。
　このような男女の差別をなくそうと、男女共同参画社会基本法（1999年）、男女雇用機会均等法（1985年）、女性活
躍推進法（2015年）など、様々な法律が制定されました。このことはとても大切なことで、法律等のシステムを整え
ることで、社会の中に法的規範が確立されてきます。社会意識を変えるためには、法的規範により、分かりやすく
差別や人権侵害を抑止することと、社会に対して人権を核にして変わりつつあるということを啓発することが重要
だと話されていました。

上野千寿子さんの東大入学式祝辞から上野千寿子さんの東大入学式祝辞から
　最後に、東京大学名誉教授の上野千寿子さんが東京大学の入学式で読んだ祝辞を紹介してくださいました。上野
先生は、いくつかの医科大学における男女の不公正な選抜試験や子どもたちを取り巻く社会の不公正についてとり
あげ、「これまであなたたちが過ごしてきた学校は、タテマエ平等の社会でした。偏差値競争に男女別はありません。
ですが、大学に入る時点ですでに隠れた性差別が始まっています。社会に出れば、もっとあからさまな性差別が横
行しています。東京大学もまた、残念ながらその例の１つです。」と、話されました。そして、「あなたたちの頑張りを、
どうぞ自分が勝ち抜くためだけに使わないでください。恵まれた環境と恵まれた能力を、恵まれない人々をおとし
めるためにではなく、そういう人々を助けるために使ってください。そして強がらず、自分の弱さを認め、支え合っ
て生きてください。」と力強く話されていました。

　この話の中で、強く心に残ったのは、ノーベル平和賞受賞者のマララ・ユスフザイさんのお父さんの言葉です。
お父さんは、 「どうやって娘を育てたか」と聞かれて、「娘の翼を折らないようにしてきた」と答えました。私たち大人
は、子どもたちの夢や可能性という翼を、世間体や社会の偏った意識、差別や偏見によって折ってはいないでしょ
うか。
　今回の講演で、男尊女卑の社会が、社会の意識によって小学生のうちから少しずつ刷り込まれてきたこと、それを、

「おかしい」と考える人たちにより法律等が整ってきて、少しずつその意識は広がってきているが、一方ではまだ根
強く残っていることを知りました。女性が頑張っているその努力が、差別によって打ち消されることのないように、
公平な社会意識を広めていくことが重要だと感じました。

藍住町人権教育推進協議会運営部会　椎野　実香

人権標語人権標語 藍住東小学校児童作品

大丈夫　あなたはけっして　一人じゃない	 ６年　竹内　琴美
その言葉　本当に誰も　傷つかない？	 ６年　福山　夢桜
気づいてる？　見てないふりも　しょうもない	 ６年　脇村　大悟
その言葉　一生消えない　その重さ	 ６年　坂口　幸音
一言で　傷つき切れる　絆の糸	 ６年　齋藤　希望
その一言　なかったことには　できないよ	 ６年　大寺　桃佳
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情情　　報報
NOWNOW
情　報
NOW

就
職
に
つ
な
が
る
パ
ソ
コ
ン
講
座

日

時　
12
月
５
日（
木
）、
６
日（
金
）

　
　
　
　
　
12
日（
木
）、
13
日（
金
）

　
　
　
　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

内

容　
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
を
基
礎
か

ら
体
系
的
に
学
び
ま
す
。

場

所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
情
報

プ
ラ
ザ（
役
場
４
階
）

対
象
者　
義
務
教
育
を
修
了
し
た
15
歳
か

ら
39
歳
ま
で
の
求
職
中
の
方

定

員　
10
人

参
加
費　
受
講
料
テ
キ
ス
ト
代
と
も
に
無
料

※
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
本
講
座
の
受
講
に
は
、
利
用
者
登
録
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
厚

生
労
働
省
と
地
方
自
治
体
が
協
働
し
、
働

く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
る
15
歳
か
ら
39
歳

ま
で
の
若
者
の
職
業
的
自
立
を
目
指
し
包

括
的
に
支
援
す
る
事
業
で
す
。

申
・
問 

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

  

（
運
営
：
公
益
社
団
法
人
徳
島
県
労
働

　
　
者
福
祉
協
議
会
）☎
６
３
７・７
５
５
３

令
和
２
年
度 

町
民
農
園

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

　
富
吉
ふ
れ
あ
い
農
園
・
勝
瑞
馬
木
い
き
い

き
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
富
吉
ふ
れ
あ
い
農
園

場

所　
富
吉
字
地
神
48
番
地
４

募
集
区
画　
７
区
画

●
勝
瑞
馬
木
い
き
い
き
農
園

場

所　
勝
瑞
字
西
勝
地
１
８
０
番
地
１

募
集
区
画　
12
区
画

●
共
通
事
項

面

積　
30
㎡
／
区
画

利
用
料　
６
０
０
０
円
／
年
額

利
用
条
件　
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
町
民

の
方
で
、農
園
の
管
理
等
が
十
分
に
で
き
、

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
世
帯

利
用
期
間　
令
和
２
年
４
月
～
令
和
３
年
３

　
月（
利
用
の
延
長
は
最
大
２
回
ま
で
）

利
用
方
法　
経
済
産
業
課
備
付
け
の
申
込
用

　
紙
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
11
月
15
日（
金
）～
11
月
29
日（
金
）

　
　
　
　
　
※
土
・
日
除
く

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

選
考
方
法

　
応
募
人
数
が
募
集
区
画
数
を
上
回
っ
た
場

合
、
申
込
書
提
出
時
に
引

い
て
い
た
だ
く
番
号
で

抽
選
を
行
い
ま
す
。

問 

経
済
産
業
課

（
☎
６
３
７・３
１
２
０
）

歴
史
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

～
城
跡
巡
り
散
策
コ
ー
ス
～

　

藍
住
町
の
歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
？
約
８
km
の

コ
ー
ス
で
す
。

日

時　
11
月
26
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
45
分
受
付
開
始

集
合
場
所　
体
育
セ
ン
タ
ー
前

対
象
者　
町
内
在
住
又
は
町
内
在
勤
の

　
　
　
　
　
方

参
加
費　
３
０
０
円

定

員　
30
人（
申
込
順
）

申
込
開
始　
11
月
18
日（
月
）～

※
幼
児
の
方
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

　
ま
す
。

藍
住
歩
こ
う
会「
ド
イ
ツ
館
・

大
麻
比
古
神
社
ま
で
」

　

ド
イ
ツ
館
・
大
麻
比
古
神
社
ま
で
ウ

オ
ー
キ
ン
グ（
約
９・
５
km
）。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
を
。

日

時　
12
月
15
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
体
育
セ
ン
タ
ー
前

参
加
費　
３
０
０
円（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

　
し
ま
す
。

こ
ど
も
ス
ケ
ー
ト
体
験
教
室

　

ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
も
う
！ 

冬
休
み
の
思

い
出
づ
く
り
に
。

日

時　
12
月
26
日（
木
）午
前
９
時　
総

合
施
設
駐
車
場
出
発（
午
後
４
時
頃 

帰
町
）

場

所　
ト
レ
ス
タ
白
山（
香
川
県
さ
ぬ
き
市
）

対
象
者　
小
学
１
～
６
年
生
の
町
民
の
方

参
加
費

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員　
　
４
０
０
０
円

　
会
員
外　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
円

※
昼
食
代
込
み
。

定

員　
40
人（
申
込
順
）

申
込
開
始　
11
月
18
日（
月
）～

※
12
月
16
日（
月
）以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
参

　
加
費
の
返
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
麻
山
登
山
教
室

　
ほ
て
っ
た
頬
を
ひ
ん
や
り
と
し
た
風
が
冷

や
し
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

日

時　
11
月
30
日（
土
）８
時
出
発

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
５
０
０
円（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

※
お
や
つ
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

　
集
合
時
間
の
30
分
前
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ
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人
権
講
座
受
講
生
募
集

　
第
５
回
人
権
講
座
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　
美
し
い
生
き
方
を
共
に
探
し
ま
せ
ん
か
。

日

時　
12
月
19
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

講

師　
県
人
権
問
題
講
師
団
講
師

　
　
　
　
乾　
和
彦　
さ
ん

演

題　
同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
て

受
講
料　
無
料

申
・
問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

健
康
づ
く
り
教
室

（
町
国
保
健
康
保
険
事
業
）

「
脳
ト
レ
体
操（
12
月
教
室
）」

　
体
と
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
習
慣
づ
け
を
し

て
認
知
症
を
予
防
し
よ
う
!!

日

時　
12
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

　
（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）午
前
10
時
30
分
～
正
午

場

所　
町
民
体
育
館

内

容　
「
脳
ト
レ
体
操
」

講

師　
近
藤　
章
子　
氏

　
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

対
象
者　
40
歳
か
ら
74
歳
で
町
内
在
住
の
方

※
健
康
問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
運
動
習
慣

　
を
身
に
つ
け
た
い
方

申
込
開
始　
11
月
18
日（
月
）

定

員　
25
人(

申
込
順
）

参
加
費　
無
料

準
備
物　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
汗
ふ
き
タ

　
　
　
　
オ
ル
、
飲
物

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２･

５
０
０
０)

男
性
料
理
教
室

日

時　
11
月
25
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
調
理
室

内

容　
調
理
実
習（
ご
は
ん
、
ハ
ン
バ
ー

　
グ
、
小
松
菜
の
ご
ま
和
え
、
ス
ー
プ
）

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き
用

　
　
　
　
タ
オ
ル

申
込
期
限　
11
月
21
日（
木
）正
午

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２･

８
６
５
８
）

健
康
づ
く
り
講
習
会

日

時　
11
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
１
階
多
目
的
室

内

容　
テ
ー
マ「
高
血
圧
予
防
と
減
塩
の

　
　
　
　
工
夫
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
調
理
実
習　
～
減
塩
レ
シ
ピ
～

　
　
　
　
（
魚
の
レ
モ
ン
マ
ス
タ
ー
ド
ソ
ー

　
　
　
　
ス
、 

く
る
み
和
え
、
コ
ン
ソ
メ

　
　
　
　
ス
ー
プ
）

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
無
料

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き
用

　
　
　
　
タ
オ
ル

申
込
期
限　
11
月
22
日（
金
）

担

当　
保
健
栄
養
推
進
員

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２･

８
６
５
８
）

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

子
ど
も
が
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
で
無
断
決
済
！

　
子
ど
も
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
課
金
し

て
高
額
請
求
を
受
け
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
情
報
を
勝
手
に
使
用
す
る
ケ
ー
ス
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
で
は
携
帯
電
話

の
キ
ャ
リ
ア
決
済
を
無
断
で
利
用
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
ゲ
ー
ム
の
利
用
ル
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
と
十
分
に
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。
あ
わ
せ
て
、
利
用
ご
と
に
通
知
を
受
け

る
設
定
に
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
キ
ャ

リ
ア
決
済
の
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
の
管
理
に
は

注
意
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
の
相
談
情
報
窓
口

『
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
』

　
消
費
生
活
相
談
員
２
名
が
無
料
で
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
不
安
な
と
き
、
困
っ
た
と

き
は
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時　
月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

場

所　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
図
書
館
２
階
）

　
　
　
　
　
　
　

        
泣
く  

い
や
よ
は
こ
こ
！

問 

専
用
電
話（
☎
６
７
９・１
８
４
８
）

　
　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
（
局
番
な
し
１
８
８
）

★
お
は
な
し
会

　
毎
週
日
曜
日
午
前
11
時
～
11
時
30
分

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　
11
月
27
日（
水
）、
12
月
11
日（
水
）午
前
10
時
30
分
～
11
時

★
和
紙
ち
ぎ
り
絵
展

　
日　
時　
12
月
４
日（
水
）～
13
日（
金
）

◎
休
館
日　
　
　
毎
週
月
曜
日

　
祝　
　
　
日　
11
月
23
日（
土
）

　
図
書
整
理
日　
11
月
21
日（
木
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
の
作
品
を
募
集

　
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
手
芸
な
ど
、
あ
な
た

の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
図
書
館
で
、
赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

●
●
● 

図
書
館
の
行
事 

●
●
●

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言
無
料
相
談
会

　
認
知
症
等
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
た
た
め
に
、
日
常
生
活
に
不
利
益
を

被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、「
成
年
後
見
制

度
」が
あ
な
た
や
家
族
を
守
り
ま
す
。

　
隔
月
１
回
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
定
例
相
談
日
】偶
数
月　
第
１
水
曜
日

日

時　
12
月
４
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時

場

所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

 

和
室（
役
場
４
階
）

問 

一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　
　
　
　
　
徳
島
市
東
沖
洲
二
丁
目
１-

８

　
　
　
　
　
　
県
行
政
書
士
会
館
内

　
　

(

☎
６
７
９・４
４
４
０)
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藍
住
南
小
学
校
展
覧
会

藍
住
南
小
学
校
展
覧
会

日
時
日
時　　
1111
月月
2929
日（
金
）ま
で

日（
金
）ま
で

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所
場
所　
「
藍
の
館
」展
示
室

　
「
藍
の
館
」展
示
室

　
　
　
「
あ
い
の
は
っ
ぱ
を
つ
か
っ
て
」

　
　
　
「
あ
い
の
は
っ
ぱ
を
つ
か
っ
て
」

　
　
　
「
た
た
き
ぞ
め
を
し
た
よ
」

　
　
　
「
た
た
き
ぞ
め
を
し
た
よ
」

　
　
　
「
藍　

　
　
　
「
藍　
L
O
V
E
 

L
O
V
E
   

ハ
ン
カ
チ
」

ハ
ン
カ
チ
」

　
　
　
「

　
　
　
「
II　
愛　
藍
」

　
愛　
藍
」

　
　
　
「
藍
い
ろ
水
族
館
」

　
　
　
「
藍
い
ろ
水
族
館
」

～
藍
色
の
風
～

～
藍
色
の
風
～  

舞
工
房
展

舞
工
房
展

藍
染
と
木
工
職
人
、
絵
付
け
作
家
の
藍
の
コ
ラ
ボ
展

藍
染
と
木
工
職
人
、
絵
付
け
作
家
の
藍
の
コ
ラ
ボ
展

日
時
日
時　　
1111
月月
2020
日（
水
）ま
で

日（
水
）ま
で

　
　
　

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

午
前
９
時
～
午
後
４
時
3030
分分

場
所
場
所　
藍
住
町
歴
史
館
・
藍
の
館

　
藍
住
町
歴
史
館
・
藍
の
館

　
　
　
（
入
館
料　
大
人
３
０
０
円
）

　
　
　
（
入
館
料　
大
人
３
０
０
円
）

主
催
主
催　
舞
工
房
グ
ル
ー
プ（
多
田
）

　
舞
工
房
グ
ル
ー
プ（
多
田
）

　
　
　

　
　
　
携
帯
携
帯  

０
９
０・４
３
３
０・７
１
６
９

０
９
０・４
３
３
０・７
１
６
９

　

風
情
の
あ
る
お
屋
敷
の
中
で
、
藍
染

　

風
情
の
あ
る
お
屋
敷
の
中
で
、
藍
染

体
験
が
で
き
ま
す
。
天
然
藍
で
思
い
出

体
験
が
で
き
ま
す
。
天
然
藍
で
思
い
出

の
あ
る
洋
服
な
ど
を
染
め
て
み
て
は
い

の
あ
る
洋
服
な
ど
を
染
め
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
染
め
物
持
込
み
に
よ
る

か
が
で
す
か
。
染
め
物
持
込
み
に
よ
る

藍
染
体
験
も
で
き
ま
す
。

藍
染
体
験
も
で
き
ま
す
。

　

自
然
素
材
の
木
綿

　

自
然
素
材
の
木
綿･･

麻麻･･

シ
ル
ク
は
よ

シ
ル
ク
は
よ

く
染
ま
り
ま
す
。（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ

く
染
ま
り
ま
す
。（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ

ト
は
不
可
）

ト
は
不
可
）

　

持
込
み
体
験
価
格
１
ｇ

　

持
込
み
体
験
価
格
１
ｇ
1515
円
＋
税
・

円
＋
税
・

シ
ル
ク
１
ｇ

シ
ル
ク
１
ｇ
3030
円
＋
税

円
＋
税

※
家
紋
他
ご
希
望
の
柄
が
あ
り
ま
し
た

※
家
紋
他
ご
希
望
の
柄
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ら
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験

　
第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験

　
第
２
日
曜
日　
横
笛
・
尺
八

　
第
２
日
曜
日　
横
笛
・
尺
八

　
第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

　
第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

　
第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

　
第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

　　
各
演
奏
・
体
験
は
午
前

各
演
奏
・
体
験
は
午
前
1010
時
～
午
後
３
時

時
～
午
後
３
時

問  

藍
の
館

藍
の
館  （
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

（
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

藍
の
館イ

ベ
ン
ト
案
内

藍
を
使
っ
て

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

in
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島

　

藍
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を

ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島
で
開
催
し
ま
す
。

日

時　
11
月
30
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
（
最
終
受
付
午
後
４
時
）

場

所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島

　
１
階
専
門
店
ゾ
ー
ン（
靴
下
屋
前
）

内

容

【
ラ
パ
ポ
ム
：
春
田 

真
紀
氏
】

①
U
V
レ
ジ
ン
と
藍
染
花
で
つ
く
る

　
ポ
ニ
ー 

フ
ッ
ク  

１
４
０
０
円

②
ス
カ
ー
フ
シ
ュ
シ
ュ１

６
０
０
円

③
コ
ッ
ト
ン
パ
ー
ル
と
藍
染
生
地

　
の
ピ
ア
ス
・
イ
ヤ
リ
ン
グ

１
５
０
０
円

【
リ
ミ
テ
ッ
ド
メ
イ
ド
：
岡
久 

献
司
氏
】

④
藍
の
布
で
つ
く
る　
ス
タ
イ

１
５
０
０
円

⑤
藍
の
布
で
つ
く
る  

リ
ボ
ン
ヘ

　
ア
ゴ
ム　
　
　
　
　
８
０
０
円

⑥
藍
の
布
で
つ
く
る　
ブ
ロ
ー
チ

５
０
０
円

※
参
加
費
は
材
料
費
込
み
の
値
段
で
す
。

※
事
前
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

※
他
に
も
メ
ニ
ュ
ー
は
あ
り
ま
す
。

問 

経
済
産
業
課

（
☎
６
３
７・３
１
２
０
）

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

〔
第
１
回
〕

日
時
：
12
月
14
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

内
容
：「
中
世
阿
波
の
信
仰
と
細
川
氏
」

　
（
講
師
）長
谷
川
賢
二 

氏

　
（
徳
島
県
立
博
物
館
副
館
長
）

〔
第
２
回
〕

日
時
：
１
月
25
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

内
容
：「
細
川
一
族
の
文
芸
～
阿
波
細
川
氏

　
を
中
心
と
し
て
」

　
（
講
師
）須
藤
茂
樹 

氏（
四
国
大
学
教
授
）

〔
第
３
回
〕

日
時
：
２
月
22
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

内
容
：「
戦
国
期
の
京
都
の
景
観
と
生
活
～

　
細
川
管
領
邸
と
そ
の
周
辺
」

　
（
講
師
）山
田
邦
和 

氏（
同
志
社
女
子
大
学
教
授
）

〔
第
４
回
…
勝
瑞
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

日
時
：
３
月
14
日（
土
）　
午
後
１
時
～
５
時

内
容
：「
細
川
澄
元
・
晴
元
父
子
の
上
洛
戦
」

　
（
講
師
）馬
部
隆
弘 

氏（
大
阪
大
谷
大
学
准
教
授
）

　
「
阿
波
細
川
氏
の
遺
跡
と
し
て
の
勝
瑞
」

　
（
講
師
）重
見
髙
博（
町
教
育
委
員
会
課
長
補
佐
）

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
中
世
細
川
氏
の
実
像
」

　
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）須
藤
茂
樹 

氏

　
（
パ
ネ
ラ
ー
）馬
部
隆
弘 

氏
、

　
　
　
　
　
　
長
谷
川
賢
二 

氏
、
重
見
髙
博

問 

教
育
委
員
会 （
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度    

勝
瑞
学
講
座

勝
瑞
学
講
座

～
守
護
細
川
氏
と
勝
瑞
Ⅱ
～

12
月
４
日
～
10
日
は「
藍
住
町
人
権
週
間
」で
す

　

人
権
は
、
私
た
ち
が
幸
福
で
平
和
な
生
活
を
送
る
た

め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で
す
。
他
人
を
思
い

や
り
、
お
互
い
を
認
め
合
う
心
が
、
他
人
だ
け
で
な
く

自
分
の
権
利
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
よ
い
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

◆
園
児
・
児
童
・
生
徒
の
人
権
作
品
展
示

期

間　
12
月
４
日（
水
）～
11
日（
水
）午
前
８
時
30
分
～
午
後

　
　
　
　
５
時
15
分（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
） ※
土
・
日
除
く

場

所　
町
民
ホ
ー
ル（
役
場
１
階
）

◆
町
人
権
学
習
発
表
会
・
人
権
問
題
講
演
会

日

時　
12
月
10
日（
火
）午
後
１
時
15
分
～

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

内

容　
①
人
権
学
習
発
表
会

　
　
　
　
発
表
者　
西
小
学
校
６
年
生
児
童
・
東
中
学
校
代
表
生
徒

　
　
　
　

②
講
演
会

　
　
　
　
講

師　

m
on

さ
ん

　
　
　
　
演

題　
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
「
う
ま
れ
て
き
て
く
れ
て 

あ
り
が
と
う
」

 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

m
on

さ
ん（
高
橋
亜
美
さ
ん
）

　

福
岡
県
糸
島
市
に
在
住
。
２

人
の
子
ど
も
の
お
母
さ
ん
。
叔

父
の「
に
し
き
の
あ
き
ら
」に
憧

れ
て
幼
少
の
頃
か
ら
歌
手
に
な
る
コ
ト
を
決
意
。

　

在
日
韓
国
人
や
A
D
H
D（
注
意
欠
陥
多
動
性
障

害
）で
あ
る
が
ゆ
え
の
イ
ジ
メ
ら
れ
た
経
験
。
子
を
亡

く
し
た
悲
し
み
や
体
外
受
精
を
体
験
し
た
か
ら
こ
そ

「
い
の
ち
」の
大
切
さ
な
ど
を
歌
と
語
り
で
伝
え
ま
す
。

　

現
在
は
小
中
高
等
学
校
、
ホ
ー
ル
を
中
心
に
年
間
、

約
１
８
０
か
所
で
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
展
開
中
。「
う

ま
れ
て
き
て
く
れ
て 

あ
り
が
と
う
」を
テ
ー
マ
に
親
か

ら
子
ど
も
へ
の
愛
情
や
想
い
を
届
け
て
い
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会 （
☎
６
３
７・
３
１
２
８
）
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月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げますおくやみ申し上げます 1010月

届出

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
板野西部青少年補導センター
藍 住 町 青 少 年 相 談 室

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

乾　　　遙　馬 （は る ま） 男 大 樹 ・ いくみ 東中富字龍池傍示

栁　本　歩乃花 （ほ の か） 女 拓 ・ ひかる 矢上字安任

内　海　果　子 （か　 こ） 女 啓 文 ・ 唯 美 勝瑞字西勝地

川　原　笑　茉 （え　 ま） 女 樹 ・ 志 保 笠木字中野

島　　　唯千花 （い ち か） 女 洋 平 ・ 恵 利 勝瑞字成長

華　本　　　迅 （じ　 ん） 男 篤 志 ・ 沙 那 勝瑞字正喜地

住　瀬　翔　真 （しょうま） 男 晃 平 ・ 美 月 東中富字北傍示

田　野　壮　真 （そ う ま） 男 広 大 ・ 結 花 勝瑞字西勝地

橋　本　芽　依 （め　 い） 女 昌 樹 ・ 明日香 東中富字敷地傍示

折　上　光　莉 （ひ か り） 女 修 也 ・ 理 恵 住吉字若宮

池　田　愛友莉 （あ ゆ り） 女 昂 平 ・ 優 子 奥野字猪熊

芝　原　彩　佳 （あ や か） 女 克 和 ・ 裕香梨 奥野字矢上前

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよ
う、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーショ
ン等の内容で各地域老人憩の家で開催しますので、
お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

11月15日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
脳トレ

11月18日 月 午後１時30分～３時 住吉老人憩の家 健康チェック
脳トレ

11月20日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
室内ゲーム

11月20日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
カラオケ

11月25日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康教室（理学療法士）

11月25日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

12月２日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

12月３日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

12月４日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容： 健康チェック（血圧測定、検尿）と健康体操、レクリエ
　　    ーション等を行っております。

問   社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内いきいきサロンのご案内

町
民
の
方
を
対
象
に
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼
ハ
ガ
キ
に
作
品（
１
人
１
句
又
は
１
首
）と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
投
稿
し
て
く

　
だ
さ
い
。
選
考
の
上
、
直
近
の
広
報
紙
へ
掲
載
し
ま
す
。

※
読
み
仮
名
の
表
記
が
必
要
な
場
合
は
、
必
ず
ハ
ガ
キ
に
読
み
仮
名
を
記
載
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

〒
７
７
１・１
２
９
２ 

奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１　
企
画
政
策
課

蒼そ
う
き
ゅ
う穹

の
ど
真
ん
中
で
す
赤
と
ん
ぼ
　
　
　
　
　
吉
田
　
京
湖

秋し
ゅ
う
せ
い声
へ
耳
傾
け
て
閑し

ず

谷た
に

黌こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
出
見
　
啓
子

荒あ
ら

鋤す

き
の
土
が
影
生
む
十
三
夜
　
　
　
　
　
　
高
塚
　
梨
花

金
賞
へ
懸け

ん
が
い崖
の
菊
八
分
咲
き
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
た
つ
お

ふ
る
里
の
な
ま
り
に
戻
る
秋
祭
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
善
子

逆
転
の
一
本
背
負
い
稲
光
り
　
　
　
　
　
　
　
秋
月
　
秀
月

ふ
た
り
住
み
ふ
た
部
屋
灯
す
烏

か
ら
す

瓜う
り

　
　
　
　
　
平
岡
　
育
子

コ
ス
モ
ス
畑
靴
の
片
方
見
つ
か
ら
ぬ
　
　
　
　
飯
田
ひ
と
み

す
し
桶
の
干
さ
れ
て
軽
し
草
の
花
　
　
　
　
　
田
子
閑
野
子

敷
地
内
禁
煙
厳
守
木き

守も
り

柿が
き

　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
秀
明

目
に
巣
く
ふ
二
匹
よ
飛
べ
ぬ
冬
の
蚊
よ
　
　
　
佐
藤
友
木
子

五味　　靖　選

（氏　名） （年　齢） （住　　所）

佐　藤　榮津子 82歳 徳命字前須西

湯　浅　佐代子 93歳 勝瑞字幸島

中　野　　　潔 92歳 笠木字中野

木　内　文　善 83歳 勝瑞字西地

柚　根　美智子 87歳 富吉字豊吉

堀　部　　　峯 91歳 奥野字乾

松　島　ウタ子 83歳 矢上字安任
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行
・
編
集
　
徳
島
県
藍
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政
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■
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地
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徳
島
県
板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
矢
上
前
52番

地
1　
　
　
	■
印
　
刷
　
㈲
三
星
堂
印
刷
所

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

検索とくしま耳鼻科

MASUDA
CLINIC

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30

外観はモダン 室内は「LIKE」「LIFE」に合わせて
カスタマイズ！

 0120-363-060

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

　

９
月
19
日
に
無
事
刈
り
取
り
終
了

し
、
総
量
で
１
３
８
５
ｋｇ
の
乾
燥
葉
が

収
穫
で
き
ま
し
た
。
天
気
等
に
左
右
さ

れ
、
目
標
量
よ
り
若
干
少
な
め
で
、
改

善
点
や
来
年
の
目
標
も
多
々
あ
り
ま
す

が
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の
藍
栽
培
、
な

ん
と
か
大
き
な
事
故
な
く
終
え
る
こ
と

が
で
き
て
ほ
っ
と
一
安
心
。

　
９
月
13
日
か
ら『
す
く
も（
原
料
）』作

り
を
開
始
し
、
12
月
完
成
予
定
で
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
乾
燥
葉
を
水
だ
け

で
発
酵
さ
せ
る『
寝
せ
込
み
、
切
り
返

し
』、
作
業
を
重
ね
る
た
び
に
発
酵
温

度
が
上
が
り
、
藍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
な
が
ら『
す
く
も
』に
近
づ
い
て
い
く

葉
藍
た
ち
に
愛
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
匂

い
や
温
度
、
五
感
を
フ

ル
活
用
し
作
業
加
減

を
調
整
し
な
が
ら
行

う
の
が
と
っ
て
も
難

し
い
で
す
が
、
よ
く
色

の
出
る
原
料
と
な
る
よ

う
励
ん
で
い
ま
す
！

　

ま
た
、
９
月
28
日

に
行
わ
れ
た
農
業
振

興
祭
で
は
協
力
隊
初

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

『
た
た
き
染
め
』に
た

く
さ
ん
の
ご
参
加
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
楽
し
そ
う
に
ト

ン
ト
ン
た
た
き
、
嬉
し

そ
う
に
帰
っ
て
い
く

皆
さ
ん
か
ら
元
気
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
際
は
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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